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　『日本書紀』推古天皇21年（613）に「難波より京に至る大道を置く」と

書かれた日本最古の国道が、難波宮朱雀門から一直線の難波大道と、直角

に交わる大津道（長尾街道）と丹比道（竹内街道）だとされています。２つ

の街道は二上山の北と南で峠を下り、竹内で合流、長尾を通って飛鳥の都

に至ります。大陸からの着飾った使者の行列が通ったことでしょう。

　難波大道のあとは堺と松原の境界で見つかり、幅17mもあったとわかっ

ています。難波大道がすたれた後も、2つの街道は堺と河内・大和の生活・

経済をつなぎ続けました。奈良に都が移ってからは、国府（藤井寺）から北

へ進み、竜田道を通って堺の魚を運ぶ長尾街道が栄えました。

　奈良と堺のつながりは深く、明治13年（1880）まで、奈良県や河内一帯を

含む堺県となり、県庁は現在堺区の本願寺堺別院に置かれました。長尾街

道が大きな役割を果たしたことでしょう。

長尾街道とは
みやこ

すざくもん なにわだいどう

おおつみち

たつたみち

たじひみち

　大正時代には人力車が走り、昭和の初めには布忍（松原）まで堺バスが走るようになりました。そのころも

堺の人々は、3月25日を、「はるごと」とよび、仕事を休んで、藤井寺の道明寺天満宮へ歩いてお参りしていまし

た。堺から12km、朝早く長尾街道を通り、夕方、瓢箪に入れたお酒をのみながら、ごきげんで帰り、五箇荘の

子どもたちに、おみやげのかんざしを配ってくれたそうです。

　時代と共にルートが変わっていますが、昔のおもかげを残した街道をたどることができます。府道堺大和高

田線がほぼ並行して走っています。

せんど　歩いて　まだ　蔵之前

足に　まめづか　できました

提灯　持って　向井村

　船　堂　　　　　　　　　　 　　　くらのまえ

 あし　　　　 大豆塚

ちょうちん　　　　　　　 むかいむら
※この向井村は今の田出井町あたり。

ぬのせ

どうみょうじてんまんぐう

ひょうたん
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五箇荘のあゆみ
　北花田駅前イオンを建てる時に見つかった東浅香山遺跡は、２０００年前の弥生時

代人の狩場だったことがわかっています。

　この地域は、古代摂津国住吉郡に属し、奈良時代の「条里制」の長方形の田畑

の跡が確認できるなど古くから開発された土地です。

　「五箇荘」の名は、15世紀後半の記録にあらわれます。宝永元年（1704）に大和川が付けかえられるまで、五

箇荘は我孫子や杉本、庭井まで含みました。郷士として北花田一帯を支配した澤池氏は、堺港を拠点にした遣

明貿易に出資して巨額の利益を得たと言われています。織田信長は、今井宗久を五箇荘の代官とし、我孫子に

鉄砲工場をつくりました。

　大和川の付けかえで、五箇荘は分断され、氏神の大依羅神社からも離れてしまいました。

　大和川は、村の東北にあった依網池のまん中に付けかえられ、池の南北に新田が拓かれました。現在の常磐

町3丁が新田跡です。西除川も付けかえられて浅香で大和川と合流しています。

　明治22年（1889）、大鳥郡五箇荘村（後に泉北郡）がうまれました。奥・北花田・

船堂・大豆塚・庭井新田・万屋新田・花田新田・浅香山の集落のまわりに田畑が広がり、

水と緑の美しい農村地帯だったことでしょう。

　昭和７年（1932）に騎兵連隊が移転して以後、現在の長尾中学や金岡公園などの

場所に、輜重隊や陸軍病院などが集中しました。働きざかりの男性が戦地に送られ、

残った家族も苦労が続きました。

　村は、昭和13年（1938）堺市に合併しました。蔵之前を含む南河内郡北八下村は

昭和32年に堺市に合併しました。

　府営住宅・公団住宅・新日鉄花田社宅など戦後の開発・人口増で、現在は4小学校

区（創立1873年五箇荘・1958年東浅香山・1977年五箇荘東・1988年新浅香山）となっ

ています。昭和62年（1987）に地下鉄が開通し、まちは大きくかわってきました。

おおよさみ

ごかしょう

ごうし

よさみいけ

よろずや

きへいれんたい

しちょうたい

まめづか
田・

、

の

かりの男性が戦地に送られ

明治18年金田村地図より五箇荘周辺
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地域の文化財

燈籠手水鉢

　華表神社は、北花田郷七村の惣社で、誉田別命・素盞鳴命・宇賀之

御魂命の三神を祀っています。

　神社に伝えられている縁起には、神功皇后をはじめ、空海や後醍醐

天皇などが諸神を迎え祀ったという伝承が記されており、古い由緒がう

かがえます。

　織田信長に領地を没収され、慶長の兵火でもかなりの被害を受けまし

た。かつて、神宮寺（神社に付属する寺院）であった雨宝山金龍密寺に

は七つの子院がありましたが、江戸時代には無量寿院を残して廃絶し

たようです。

華表神社 宮本町57

　蔵前村は、もと河内国八上郡南花田村の枝郷で、「蔵

之前」とも呼ばれていました。現在、須牟地曽根命、勝

手大明神、毘沙門天を祀っている須牟地曽根神社は、

蔵前村の産土神であり、平安時代に編纂された『延喜

式』神名帳に記載されている摂津国住吉郡の須牟地曽

根神社を当社に比定する説もあります。

　須牟地曽根命は、住吉大神の子神であり、神功皇后６年に神社が創建されたという伝

承も、長尾街道にほど近いこの地が、住吉津から上陸した人や物の交流に関わる場所で

あったことを推測させます。江戸時代は勝手大明神として信仰を集め、明治28年（1895）

に焼失、金岡神社に合祀されましたが、その後氏子の方々によって再建されました。

須牟地曽根神社 蔵前町3-10-3

　古代、この辺りは遠里小野から続く入江でした。「浅香」の名は、この入江に香

木が流れ着いたことが由来だとされています。

　浅香山稲荷神社は社伝によれば、推古天

皇の時代（590年頃）に創始されたと伝えら

れています。宝永元年（1704）大和川の付け

替え工事の完成後に、普請奉行の一人だっ

た大久保大隅守や川口奉行が寄進した燈籠

や手水鉢が現在も遺されています。

浅香山稲荷神社 東浅香山町2-9

やかみぐん

すむちそねのみこと

てだいみょうじん

ふしんぶぎょう

とうろう

ちょうずばち

おおくぼおおすみのかみ

びしゃもんてん

かひょうじんじゃ

こんだわけのみこと すさのおのみこと うがのそうじゃ

まつ

まつ

じんぐうこうごう

じんぐうじ

しいん

うほうざん

むりょうじゅいん

てんのう

かひょうじんじゃ

すむちそねじんじゃ

あさかやまいなりじんじゃ

みたまのみこと

かっ

ごだいご
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　愛染院はもと池浦観音寺とよばれ、聖武天

皇の命で奈良時代の高僧行基が建立したと伝

えられています。

　戦国時代、戦乱で焼失するなど荒廃した時

期がありましたが、新堀、蔵前、南花田、北花

田、船堂といった近隣の村々や、堺の町の

人々、幕府の重臣だった秋元氏など多くの人々

の力で再興されました。

愛染院 蔵前町2-12-12　真言宗

堺市指定有形文化財　愛染院本堂

地蔵三尊像

堺市指定有形文化財
観音菩薩立像

いけのうらかんのんじ

あいぜんいん

しょうむ

ぎょうき

　寺伝によれば、享保年間（1716～35）に惠然講師を開基として創立され

たと伝えられています。以降、看坊道場として留守職が置かれていました

が、明治2年（1869）に古堂を買い取

り移築し、明治11年（1878）に自庵と

して許可されました。本尊の阿弥陀

如来立像は、浄土真宗の木仏として

江戸時代に制作され、聖徳太子画

像は宝暦13年（1763）に「摂州住吉

郡豆塚村／惣道場／西願寺什物」と

して制作されたことがわかります。

西願寺 大豆塚町1-6-1　真宗大谷派

　融通念佛宗中興の祖、法明上人（1279～1349）が、元享3年（1323）に

地蔵菩薩を安置したのが始まりと伝えられています。

　お寺に伝えられている仏画「十一尊天得如来画像」が寛文2年（1662）

の寄進、本尊地蔵三尊像は宝永2年

（1705）に制作されていることから、この

頃までには、寺観が整えられていたものと

思われます。

　本堂前にある大きな石のお地蔵さんは、

弘化3年（1846）良訓上人の代に制作さ

れ、その大きさや優しく礼拝者を迎える姿

から、地元の人々に親しまれています。

地蔵寺 北花田町2-148　融通念佛宗
ゆうづうねんぶつしゅう ほうみょう

じゅういっそんてんとくにょらいがぞう

さいがんじ

じぞうじ

かんぼうどうじょう

えねん

あみだにょ

らいりつぞう　　　　　　　　　　　　　　　　

阿弥陀如来立像 聖徳太子画像
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阿弥陀如来立像

　正覚寺は現在、浄土真宗本願寺派の寺院で、もとは真宗興正寺派に属してい

ましたが、古い歴史は不詳です。現在の本堂は平成元年の再建で、それ以前の

本堂は寛政12年（1800）の建立でした。

　本尊の阿弥陀如来立像は天和3年（1683）、親鸞聖

人・聖徳太子・七高僧・良如上人の絵像は宝永7年

（1710）に本願寺より認可されたものです。この本尊の阿弥陀如来立像には、明治24

年（1891）に岡倉天心（1862～1913）らが中心となっておこなった宝物調査の際の「鑑

査状」が添えられています。また、客仏の薬師如来坐像は、華表神社の神宮寺であった

金龍密寺に祀られていた本地仏の可能性があります。

　正覚寺は恵眞・恵明（流情）という学僧を江戸末期から明治にかけて輩出しているた

め、多くの古文書類が伝わり、蓮如上人ご真筆の御名号も４幅所蔵されています。

　創建年代など詳しいことはわかりませんが、

延宝5年（1677）の「大念仏寺四十五代記録并

末寺帳」によれば「真念寺」と記載され、もと浄

土宗であったと伝えられています。

　心念寺に所蔵されている釈迦の入滅の様子を

描いた仏涅槃図は、描き方や絵具の様子から室

町時代まで遡る作品と考えられ、寺の前身となる

中世寺院の存在が考えられます。

正覚寺 船堂町1-14-23　浄土真宗本願寺派

心念寺 新堀町2-38　融通念佛宗

　創建にかかわる詳しい記録はありませんが、当村の旧家、三好家の古文書に

よると寛文6年（1666）にはすでに奥村の檀那寺として護持されていました。

　本尊の阿弥陀如来坐像は比較的角張った輪郭と

小づくりの目鼻立ちで、江戸時代の特徴をあらわ

しています。

　平成元年に本堂、平成16年に庫裡が檀家各位の法

助により新築され、今日の景観を保っています。

曼陀羅寺 奥本町2-122　融通念佛宗

だいねんぶつじよんじゅうごだいきろくならびに

まつじちょう

ぶつねはん

だんなでら

あみだにょらいざぞう

くり

しょうかくじ

しんねんじ

まんだらじ

本尊　阿弥陀如来坐像

あみだにょらいりつぞう

おかくらてんしん かん

さじょう

えしん えみょうりゅうじょう

おみょうごう

仏涅槃図
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　白王寺は、白河法皇（1053～1129）が高野参詣の途中、御車の車輪が壊

れ、この地に三日間滞在した際に、空海の祈祷により湧き出た井戸がある

のを目にして感激し、白王寺という寺号を与えたと伝えられています。

　その後、江戸時代に禅宗の一派である黄

檗宗の寺院として開祖隠元の弟子即非

（1616～1671）を開山に再建、狭山藩北条

氏との関係も深く、相当規模の大きな寺院だったようです。近年まで本堂、門な

どが残っていましたが、現在は小堂に仏像などがまつられています。

白王寺 新堀町1-27　黄檗宗

いんげん そくひばくしゅう

おう

　阿坂墓地は旧五箇荘村と我堂村（松原市）の共有墓地です。「字寺前」とい

う地名も残され、かつてはこの付近に阿弥陀寺という寺があったと伝えられて

います。

　阿坂墓地内のお堂には、像高142.3㎝の阿弥陀如来坐像がまつられ、「あさ

かの阿弥陀さん」として五箇荘地域の人々の信仰を集めています。この像の大

きさからも、相当な規模の寺院だったと考えられます。

　また、阿坂墓地入り口のすぐ西側には、「須弥象碑」とよばれる碑があります。碑の下半分の岩状の部分は、

人間の住む世界（南贍部州）を、現在はアンテナのように見え

る碑の上部は、須弥山をあらわし、全体として仏教の宇宙観を

立体的に表現することを意図して制作されています。

　正覚寺には、この碑の完成を知らせる資料が残されており、

これによれば、当時の正覚寺住職、橘堂流情の門弟有志が協

力して明治26年（1893）5月に完成させたことがわかります。

　日本では龍谷大学などに模型の須弥山が数点残されていま

すが、石で造られたものは極めてめずらしく、貴重です。

阿坂墓地 北花田町4-68

がどう

あみだにょらいざぞう

あざ

はくおうじ

あさかぼち

しゅみぞうひ

なんせんぶしゅう

しゅみせん

きつどうりゅうじょう

阿弥陀如来坐像須弥象碑

釈迦三尊像

現存していた頃の白王寺

　蓮光寺の創建にかかわる詳しい記録はありませんが、大坂

夏の陣の兵火で堂宇が焼失したという伝承があるほか、明治

９年（1876）に編纂された南花田村・野遠村及び中村『地誌

編製録』（堺市史続編）では、寛政６年（1794）に再建された

と記されています。本尊の阿弥陀如来立像の足

には「康雲」の墨書があります。渡辺康雲は代々本願寺本山仏師として各地の末

寺から依頼される阿弥陀如来立像の制作や鑑定、改作や修復に携わっていた人

物です。

蓮光寺 蔵前町3-8-11　浄土真宗本願寺派

あしほぞ

こううん

あみだにょらいりつぞう

のと

本尊　阿弥陀如来立像

れんこうじ
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訪ねよう
　奈良に続く長尾街道
訪ねよう
　奈良に続く長尾街道
訪ねよう
　奈良に続く長尾街道



12



13

長尾街道と五箇荘ウォーク長尾街道と五箇荘ウォーク長尾街道と五箇荘ウォーク
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（「1964年の五箇荘周辺」国土地理院発行ＫＫ643Ｘ）

2016 年 3月改訂　堺市北区

　北区では、ゆたかな地域コミュニティづくりをめざすため、まちの歴史と
文化を学び、わがまちへの愛着と誇りを育む取り組みをすすめています。
　この探訪マップは、平成26年度北区区民まちづくり会議の提案で実施
する歴史探索事業の資料として、地元の社寺や研究者・堺市文化財課など
の協力を得て作成しました。

イラスト:「五箇荘歴史かるた」絵札より


